
理

欲

論

(
下
)

崎

也
示

秀

+
二

告
子
の
説
と
聯
關
し
て
、
誰

で
も
必
す
想
起
す
る
の
は
、
荷
子
の
性
論

で
あ
る

。
宋
明
の
諸
儒
は
性
悪
の
名
だ
け

聞

い
て
、
其
實
を
辮
ぜ
す
、
妄

に
誹
諺
を
加

へ
て
ゐ
る
が
、
反

つ
て
彼
等
の
見
こ
そ
舐
殿
さ
れ
る
に
値
し
て
ゐ
る
。

寧
ろ
爲
宇

の
訓
詰
性
悪
の
本
帽

に
通
じ
な

い
自
己
の
不
明
を
恥
づ

べ
き
で
あ

つ
て
、

一
概
に
荷
子
の
性
読
を
異
端
と

し

て
識

く
べ
き
で
は
な

い
。
筍
子
の
性
論
は
後
世
に
少
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
し
、
宋
儒

で
さ

へ
も
其
読
は
彼
に
近
い

ほ
ど
で
、
東
洋
倫
理
學
上
大

に
債
値

が
あ
る
。

荷
子
は
告
子
と
同
じ
く
性
を
以
て
自
然
と
爲
し

て
ゐ
る
。

正
名
篇

に
、

生
之
所
昌以
然
著

。
謂
昌之
性
"。
性

(
當
レ作
レ生
)
之
和
所
レ生
。
精
合
戚
鷹
。
不
レ事
而
自
然
。
謂
乏

性
噌。

と
あ

る
。

叫
名

に
爾
解
を
施
し
て
あ

る
の
は
、
蓋
し
上
の
性
は
膿
を
以

て
言
ひ
、
下

の
性
は
用
を
以

て
言

つ
た
の
で

あ
ら
う
。
生
之
所

以̀
然
一者
と
は
猶
生
之
所
昌以
生
一者
と
云

ふ
が
如
く
、
告
子
の
所
謂
生
謂
昌
之
性
一
と
異
な
ら
な

い
、

帥
ち
生
と
と
も
に
具
有
す
る
者
を
名
づ
け
て
性
と
謂
ふ
の
で
あ
る
。
天
地
間
に
盈
ち
て
ゐ
る
者
は
皆
物
で
あ
る
、
物

理

欲

論

(
繭
)
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理

欲
晃

論

(
二
)

は
誰
が
之
を
生
じ
た
、
物
を
生
す

る
者
が
之
を
生
じ
た
、
物
を
生
す
る
者
は
誰
が
之
を
生
じ
た
、
物
を
生
す
る
者
を

生
す
る
者
が
之
を
生
じ
た
。
此
の
如
く
原
本
を
窮
極
す
れ
ば
、
誰
が
之
を
作

つ
て
然
ら
し
め
た
か
を
知
ら
な

い
、
故

に
共
然
る
を
知
ら
す
し
て
然
り
ま
な
す
外
は
あ
る
ま
い
、
是
が
所
昌以
然
一で
、
之
を
名
づ
け
て
性
と
謂
ふ
の
で
あ
る
。

生

の
陰
陽
沖
和
の
氣

に
よ

つ
て
生
ず
る
者
な
精
霊
帥
ち
心
が
あ

る
、
其
精
霊
と
物
膿
と
が
相
合
し
て
知
魯
拍が
生
じ
、

情
が
外
物

に
威
じ
て
物
來
鷹
す
れ
ば
欲
が
起

る
。
此
の
こ
者
は
人
爲
を
加

へ
す
し

て
自
ら
然

る
者
で
あ
る
か
ら
、
此

も
亦
名

づ
け
て
性
と
謂
ふ
の
で
あ

る
。
其
外

に
も
筍
子
は

馬

碕

性
也
者
吾
所
レ不
レ能
レ爲
也
。

(
儒
敷
)

性
者
天
之
就
也
q

不
レ可
レ學
不
レ可
レ事
。

(
性
悪
)

と
言

つ
て
ゐ
る
。
此
等
も
亦
性
を
自
然
と
解

す
べ
き
適
切
な
乃
例
と
し

て
器
げ
て
よ
ろ
し

い
。

十
三

漢
人
は
性

に
陰
陽
が
あ
る
と
考

へ
て
ゐ
る
。
劉
郡
人
物
志
に
曰
く
、
稟
"陰

陽
一以
立
レ性
と
。

是
は
性

に
陰
陽
の
別

が
あ
る
と
す

る

一
例
で
あ

る
。
自
虎
通
情
性
篇

に
、
性
者
陽
之
施
。
情
者
陰
之
化
。
陽
氣
者
仁
。
陰
氣
者
貧
。
故
情

有
昌欲
利
"。
性
有
γ仁
。
と
あ
る
。
是
は
董
仲
督
に
本
い
て
ゐ
る
。

董
仲
野

曰
く
、

天
有
昌陰
陽
之
施
騨。
身
有
昌貧
仁
之

性
・。

(
深
察
名
號
篇
)
と
。
蓋
し
貧
を
以
て
陰
性
と
な
し
、
仁
を
以
て
陽
性
と
な
す
、
董
子
の
陰
性
は
白
虎
通

の
情

で
あ

る
。
董
子

の
言
は
揚
は
理
に
し
て
性
と
な
し
、
陰
は
質

に
し
て
情
と
な
し
、
理
な

る
が
赦
に
仁
、
質
な
る
が
激
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に
欲
が
あ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
董
子
の
學
説
は
荷
子
の
影
響
を
受
け
た
所
が
甚
だ
多
く
、
性
読
も
亦
其

一
つ
で

あ
る
。
筍
子
の
性
も
亦
此

の
陰

性
で
あ
る
、
但
筍
子
は
陽
性
を
性
と
見

て
ゐ
な

い
。

正
名
篇

に
、
性

之
好
悪
喜
怒
哀

樂
謂

乏

情
一。

情
者
性

之
質
也
。

欲
者
情

之
鷹
也
。
と
あ

.⇔
。
此

に
由

つ
て
之
を
観
れ
ば
、
筍
子
は
告
子
と
同
じ
く

性
即
情

の
上
に
倫

理
読
を
立
て

～
ゐ
る
。

十
四

性
即
情

の
立
場
か
ら
善
悪
を
論
す
れ
ば
、
必
す
次
の
公
式
が
成
立

つ
。
曰
く
性
自
躰
は
無
善
無
悪

に
し
て
、
た

ゴ

善
を
爲
す

べ
く
、
悪
を
爲
す

べ
き
可
能
性
を
有
す
る
の
み
で
、
善
悪
は
作
用

の
上
に
存
す

る
の
で
あ

る
と
。
筍
子
の

見
解

も
畢

覧
す
る
に
此

に
外
な
ら
な
い
。
筍
子
曰
く
、

凡
人
之
性
者
。
露
舜
之
與
昌桀
妬
「。
其
性

一
也
。
君
子
之
輿
昌小
人
嘲。
其
性

一
也
。

(
性
悪
)

聖
人
之
所
下以
同
嚇於

衆
一。
其
不
う
異
昌於
衆
繭者
性

也
。

(
性
悪
)

と
。
此
性
は
無
善
無
悪
に
解

す
べ
き
で
あ
る
。
榮
辱
篇

に
、

湯
武
存
。
則
天
下
從
而
治
。
桀
紺
存
。
則
天
下
從
而
齪
。
如
レ是
者
量
非
"人
之
情
固
可
昌與
如
τ此
。

可
嘩與
如
う
彼
也

哉
。

と
あ

る
。
是
は
情

に
善
悪
の
可
能
性
が
あ

る
を
言

つ
て
ゐ
る
。
孟
子
告
子
篇

に
見
え
た
る
公
都
子
の
言
と
同
義

で
あ

隔

る

、

公
都

子

曰
く

、
性

可
昌以
爲
7善

。

可
窩以

爲
昌不
善

一。
是

故

文
武

興
則

屍
好
レ善

。

幽

属
興
則

民

好
レ暴

。

と
。

荷
子

理

欲

論

(ごこ
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理

欲

論

(
四

)

曰

く

、

'

、

ほ

塗

之
人

可
・以
爲
ツ禺

。
局

謂

也
。

日
。

凡
禺

之
所

昌以
爲
ワ禺

者

。
以
=其

爲
昌仁
義

法

正

也

。
然

則

仁

義

法
正
有
己可
レ知

可
・能

之
理
一。
然

而
塗

之

人
也

。
皆

有
下可
ヨ以

知
昌仁
義

法

正
一之
質

㌔

皆

有
7可
8以
能
昌仁

義

法
正

一之

具
亀6

然

則
其

可

昌以

爲
Ψ禺

明
奥

。

(
性

悪
)

と

。
此

は

聖
凡

不

二
に
し

て
、
皆

善

の
可
能

性

あ

る
を

説

い
た

の

で
あ

る
。

孟
子

の
所
謂

人
皆

可

琶以

爲
昌尭
舜

一
(
告

子

上
)

と
其

義

同

じ
。

筍

子

曰
く
、

、

心
之

所
・可
中
・理
。

則
欲

錐
・多
。

翁
傷

・於
治

・。

心

之
所
・可

失
レ理
。

則

欲
雌
レ寡

。

奨

止
畠於
齪

囎。

故
治

齪
在
。於

心

之
所
ワ可
。

亡
畠於
情

之
所
ツ欲
。

(
正
名

)

聖

人
縫
昌其

欲

一。
粂

査
ハ情

"。
而

制
レ焉

者
理
夷

。

(
解
蔽

)

と
。
善
悪

の
肇

は
理
に
あ
る
、
情
欲
が
理
に
中
れ
ば
、
共

正
を
得

冷

に
和
し
・
理
に
中
ら
ざ
れ
ば
・
蓋

を
失

び

て
中

に
悸

る
、
節
と
縦
と
は
善
悪
の
分
れ
る
所
で
あ
る
。
人
は
智
愚
と
な
く
情
欲
は
同

一
で
あ

る
、
た
ゴ
情
が
理

に
當
る
は
聖
賢

に
し
て
理

に
背
く
は
小
人
で
あ

る
。
筍
子
は
善
悪
の
別
を
以

て
毅
動

の
上
に
あ
る
と
見
ズ
ゐ
る
。

十
五

上

に
述

べ
た

る
考
謹
に
据
れ
ば
、
筍
子
は
決
し

て
輩
な
る
性
悪
論
者

で
は
な

い
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
然

る
に
何



を
以
て
特
に
性
悪
を
標
幟
し
て
、
後
世
の
誤
解
を
招

い
た
か
。
蓋
し
其
理
由
は
時
勢

の
影
響
で
あ
ら

う
ひ
禁
辱
篇

に

人
之
生
固
小
人
。

叉
以
遇
哺飢

世
}。
得
亀齪
俗
剛。
是
以
レ小
重
レ小
也
。
以
レ齪
得
レ齪
也
。
と
言

つ
て
ゐ
る
。
此
を
見
て
も

時
勢

に
封
し
て
い
た
く
憤
激
し
た
こ
乏
が
窺

は
れ
る
。
時
戦
國
の
澄

に
當
り
、
齪
君
相
属
ぎ
、
姦
臣
踵
を
接
し
て
、

日
夜
干
曳
を
事
と
し
、
上
下
皆
情

に
任

せ
欲
を
縦
に
し
、
義

を
去
り
禮
を
蔑
に
し
た
。
故

に
縦
欲
の
蔽
を
極
言
し
、

時
人
を
し
て
皆
悪
に
論
喪
せ
る
を
畳
醒
さ
せ
、
自
ら
警

め
て
禮
義

の
道

に
務
む

べ
き
を
知
ら
し
め
よ
う
と
欲
し
㌃
の

で
あ

る
。
今
性
悪
の
本
指
を
昭
に
し
て
珈
か
後
儒
よ
り
蒙

つ
た
彼

の
冤
を
雪
が
う
。

今
人
之
性
。
生
而
有
レ好
レ利
焉
。
順
レ是
。
故
箏
奪

生
。
而
僻
譲

亡
焉
。
生
而
有
昌疾
悪
一焉
。

順
レ是
。

故
残
賊
生
。

而
忠
信
亡
焉
。
生
而
有
昌耳
目
之
欲
一。
有
レ好
呂聲
色

焉̀
。
順
レ是
。
故
淫
齪
生
而
禮
義
文
理
亡
焉
。
然
則
從
昌人
之
性
一。

順
昌人
之
情
一。
必
出
昌於
孚
奪
一。
合
昌於
犯
分
齪
理
'。
而
蹄
ポ於
暴
一。

(
性
悪
)

、

飢

而
欲
レ飽
。
寒
而
欲
レ媛
。
勢
而
欲
レ休
。
此
人
之
情
性
也
。
順
昌情
性
嘲。
則
不
昌僻
譲
一突
。

(
性
悪
)

夫
人
之
情
。
目
欲
レ泰
レ色
。
耳
欲
レ棊
レ聲
。
口
欲
レ基
ヂ
味
。
鼻

欲
レ棊
レ臭
。
心
欲
レ棊
レ供
。
此
五
棊
者
人
情
之
所
昌必
不
7

免
也
。

(
王
覇
)

夫
好
レ利
而
欲
レ得
者
。
此
人
之
情
性
也
。
順
昌情
性
噌。
則
兄
弟
相
彿
奪
奥
ひ

(
性
悪
)

人
生
而
有
レ欲
。
欲
而
不
レ得
。
則
不
レ能
レ無
レ求
。
求
而
無
度

量
分
界
"。
則
不
レ能
レ不
レ孚
。
孚
則
齪
。
齪
則
窮
。
(
禮

論
)

〆

理

欲

論

(
五
)
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理

欲

論

.

(
六
)

上

に
墨
げ

た
る
例

に
徴
す
れ
ば
、
、筍
子
は
本
能
を
以

て
悪

と
爲
し
た
の
で
あ
る
。
情
は
物
に
接
す
れ
ば
欲
と
な
る
、

生
存
、
生
殖
、
構
勢
、
貨
殖
、
名
聞
、
快
樂

は
同
じ
く
人

の
欲
す

る
所

で
あ

つ
て
、
且
足
る
を
知
ら
な

い
の
が
其
本

質

で
あ
る
。
故

に
自
然

の
ま

～
に
欲
求
に
從

つ
て
行
爲

す

れ

ば
、

必
す
璽
奪
暴
齪
に
蹄
す
る
を
菟
れ
な

い
と
考

へ

た
。
し
か
ら
ば
筍
子
は
欲
の
流
れ
て
外

に
形
れ
る
結
果
か
ら
観

て
、
性
は
悪

で
あ
る
と
論
断
し
た
の
で
あ

る
。
決
し

て
性

に
は
全
く
善
が
な

い
と
言

つ
た

の
で
は
な

い
。

王
陽
明

曰
く
、

筍
子
性
悪
之
説
。

是
從
昌流
弊

上
読

來
也
。
未

レ可
ヨ盤
読
昌他
不
是
'也
ゆ
と
、

(
傳
習
録
)
此
言
は
當
を
得
て
ゐ
る
。
荷
子
は
本
源
上
に
於
て
善
を
認
め
て
ゐ
な

い
の

で
は
な

い
。
下
に
之
が
謹
と
し
て
二
三
の
例
を
墨
・げ
て
み
よ
う
。

天
職
既

立
。
天
功
既
成
。
形
具
而
紳
生
。
好
悪
喜
怒
哀
樂
藏
焉
。
夫
是
之
謂
昌天
情

一。
.背

其

天
情

鵯。
夫
是
之
謂
昌大

凶
}。

(
天
論
)

・
天
非
雪私
呂齊
魯

之
民
贈。
而
外
卯秦
人
占也
。

然
而
於
昌父
子
之
義
。

夫
婦
之
別
騨。
不
レ如
昌齊
魯
之
孝
具
敬
文
一者
何
也
。

以
下秦
人
之
縦
情

性
輔。
安
昌恣
雅
一。
慢
甲於
禮
義
'故
也
。

貴
其
性
異
奥
哉
。

(
性
悪
)

術
禮
義
。
而
情

愛
人
。
(
修
身
)
王
引
之
日
。
人
讃
爲
レ仁
。

古
字
仁
與
レ人
通
。

言
昌其
情
則
愛
仁
"。
愛
仁
猶
レ言
昌仁

嚢

。

十
六

牲
悪
醗
と
離

る
べ
か
ら
ざ
.る
糊
係
を
有
す
る
者
は
善
鶴

読
で
あ

る
。
此
澗
題
を
解
鏡
し
よ
ラ
と
す
れ
ば
、
先
づ
鶴
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の
意

義

を
明

か
に

し
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。
儂

は
會

意

文
字

で
、

人
労

に
爲
を

加

へ
て
あ

る
、
故

に
爲

と
訓

じ
、

自

然

に
あ

ら
す

し

て
人

の
作
爲

す

る
者

を
言

ふ

の

で
あ

る
。

荷

子

曰
く
、

禮

義

者
聖
人

之
所
レ生

也
。

人

之
所
昌學

而
能

一。
所

昌事
而

成
一者

也
。

可
嘲學

而
能

一。

可
昌事

而

成
一之

在
レ人

者

。

謂

乏

偲

一。

(
性

悪

)

と

。
荷

子

も
亦

偽
を
人

爲

の
義

に
用

ゐ

て

ゐ
る
、

而

し

て
知
能

の
作

用

を
以

て
儂

と

爲

し

て
ゐ

る
。

正
名

篇

に
、

情

然

而

心
爲
昌之
揮
一。

謂
昌之

慮
一。

心
慮

而
能

爲
"之

動
一。
謂

昌之
鶴

"。

慮
積

焉

。
能

習
焉

。

而

後

成

。

謂
昌之
鶴

一。

所

昌以
能

一之
在
レ人
者

。
謂

昌之
能

一。

.

'と
あ

つ
て
、
儒

の
宇
を

辮
自

す

る

こ
と
甚

だ
詳

で
あ

る
。

擦

す

る

に
心

の
可
と

す

る
所

が

理

に
中

れ
ば

、
能

帥

ち
之

に
鷹

じ

て
動

く
。

し

か
し

心

の
可

と

す

る
所

が
理

に
合

す

る

に
は
其

慮
を
積

ま

ね
ば

な

ら

ぬ
う
能

の
動

く
所

が

理

に

合

す

る
に
は
共

能

を

習
は

ね
ば
な

ら

ぬ
。

積

習
と

は
意

志

の
修
練

努

力
を

言

ふ

の
で
あ

る
。

愼

ん

で
思
ひ

篤

く
行

つ

て
蒲

後

に
能

く
動

け
ば

必
す

理

に
中

る
。

此

が
備

の
正
義

で
あ

る
。

然
ら

ば
筍

子

の
善

儒

は
善

は

人
爲

で
あ

る
と

い

ふ
命
題

に
言

ひ

換

へ
る

こ
と
が

で
き

る
。
後

儒
備

の
訓
詰

に
暗

く
、

誤

つ
て
眞
鶴

の
僑

と
爲

し

、

途

に
善

傭

の
指
を

知
ら

す

、
尚
妄

に
筍

子
を

捨
撃

し

て
ゐ

る
が
、

是
は

未
だ

荷

子

の
全
書

を
賭

ざ

る
に
坐
す

る
失

で

あ

る
。

性

悪
篇

に
、

山

古

者
聖

王
以
}λ

之
性

悪

一。

以
爲
昌偏

瞼

不
レ正

。
悼

齪
而

不
τ治

。

是
以

爲
ヴ之
起

}禮

義

嚇。
制

昌法

度

一。

以
矯

飾

人

之

理

欲

論

.

(
七

)
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一

理

欲

論

.

、

(
八
)

情
性
一而

正
レ之
。
以
擾
昌化
人
之
情
性
一而
導
レ之
也
。
使
下皆
出
昌於
治
一合
中於
道
へ者
也
。

今
人
之
性
悪
。
必
將
τ待
昌聖
王
之
治
。
禮
義
之
化
一。
然
後
皆
出
昌於
治
会

於
甲善
上也

と
あ
る
。
筍
子
以
爲
ら
く
、
凡
そ
情

に
任

せ
欲
を
縦

に
す
れ
ば
偏
瞼
悸
齪

(
悪
)
を
致
す
、
故
に
情
欲
は
禮
義
を
以

て
之
を
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
禮
義
は
理
に
順

つ
て
偽

の
作
制
し
た
者

で
あ
る
が
故
に
、
禮
義
を
以
て
情
を
矯

飾
擾
化
す
れ
ば
、
情
は
理
に
中
り
、
欲
は
節
を
得

て
、

二
者
観
中
道
を
失
は
す
、
正
理
李
治

(
善
)
.に
合
す

る
と
Q

筍
子
も
亦
制
情
節
欲
を
以
て
善
と
な
す

こ
と
は
毫
も
儒
家

の
本
指

に
違
は
な

い
。

情

不
レ足
呂以
濁
立
而
治
一。

(
儒
致
)

、

驚

無
レ偽
。
則
性
不
レ能
昌自
美
一。

(
禮
論
)

軌
ヨ知
夫
禮
義
文
理
之
所
昌以
養
7情
也
。

(
禮
論
)

忍
レ情
然
後
能
脩
。

(
儒
敷
)

禮
以
治
レ情
則
利
。

(
榮
辱
)

不
レ敷
無
レ理
昌民
性
騨。

(
大
略
)

性

不
レ得
。
則
若
昌禽
獣
一。

(
賦
)

上
に
列
基

せ
る
言
は
皆
情

の
僑
を
待

つ
て
善
と
な

る
こ
と
を
徴
す

る
に
足
る
。
読

い
て
斯
に
至
れ
ば
、
筍
子

の
性
悪

善
鶴
説
は
孔
子
の
所
謂
性
相
近
也
。
習
相
遠
也
。
有
レ敏
無
レ類
。

に
出

て
ゐ
る
と
断
言
し

て
障
ら
な

い
。
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ノ

し
か
し
情

の
中

に
本
善
の
可
能
性
が
な
か

つ
た
な
ら
ば

、
假
令
師

法
の
化
禮
義

の
導
が
あ

つ
て
も
,
善
意
が
な

い

か
ら
之
を
移
し
て
善
な
ら
し
め
る
こ
と

は
で
き
な

い
、
但
外
よ
り
之
を
姪
し

て
悪
を
爲
さ
し
め
な
い
だ
け

で
、
悪
意

は
未
だ
止
ま
な

い
の
で
あ

る
。

拘
木
必
將
下待
昌藁
括
丞
…矯
一。
然
後
直
㌔

鈍
金
必
將
τ待
聾

属
唱然
後
利
亀。
今

人
之
性
悪
。

必
將
"待
昌師
法
'然
後

正
。

得
禮

義
㌧然
後
治
山。

(
性
悪
)

"

＼

木
は
本
直

で
な
け
れ
ば
、
聾
属
を
設
け
て
も
必
す
曲
る
。
金
は
本
利
で
な
け
れ
ば
、
襲
属
を
施
し
て
も
必
ず
鈍

い
。

人
は
本
善
な
け
れ
ば
、
偽
を
加

へ
て
も
必
す
悪
を
化
す

る
こ
と
は
で
き
な

い
。
鈍
根
の
衆
生
は
善

の
可
能
性
を
具
有

し

て
ゐ
て
も
、
傭
を
以
τ
之
を
養
は
ざ
れ
ば
、
自
ら
善
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
ら
、
聖
人

の
化
を
待

つ
所
以
で
あ

る
。
h
荷
子
の
情
善
を
認
め
た
る
意
を
以

て
之
を
推

せ
ば
、
此
の
如
く
解
す
る
の
が
至
當

で
は
な
か
ら
う
か
。

一
見

す
れ
ば
、
筍
子
の
善
僑
は
告
子
の
以
昌杞
柳
一爲
昌梧
捲
一と
似

て
ゐ
る
が
、
詳
細

に
之
を
研

め
れ
ば
、

二
者
の
間

に
は
大
な
る
径
庭
が
あ
る
。
告
子
は
善
固
有
を
言
は
な
い
が
、
萄
子
は
明
に
善
固
有
を
認
め
て
ゐ
る
。

.

.今
塗
之
人
者
。
皆
内
可
琶以
知

交

子
之
義
一。

外
可
冒以
知
昌君
臣
之

正

。
然
則
其
置
以

知
一之
質
。

可
島以
能
乏

具
。

其
在
鵠塗
之
人
聯明
奥
つ

(
性
悪

)

此
は
善
固
有
読
の
明
謹

で
は
な
か
ら
う
か
。
戴
東
原
は
之
を
評

し
て
曰
く
、
此
於
昌性
善
之
読
一不
望惟

不
昌相
悸
一。
而
且

ら

べ

若
和

螢
明
}。
(
孟
子
字
義
疏
謹
)
と
ゆ
然
ら
ば
筍
子

の
善
鶴
は
中
庸

の
和
と
同
義

で
、
孟
子
の
性
善

と
其
名
膿
異
な

鯉

獄

論

・

究

)
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理

欲

講

二

〇
)

れ
ど
、
其
實
は

一
で
あ

る
。
中
庸

に
曰
く
、

喜
怒
哀
樂
之
未
レ登
謂
昌之
中
襲

而
皆
中
レ節
謂
昌之
和
一と
。

孟
子
曰
く
、

乃
若
昌共
情
'則
可
昌以
爲
ツ善
奥
。
乃
所
レ謂
善
也
。

(
告
子
上
)
と
。
孟
荷

の
指
意
は
共
蹄
を

一
に
し

て
ゐ
る
。

十
七

-

筍
子
は
性
と
偽
と
を
相
饗
峙
す

る
者
と
観

て
、
理
欲

二
元
論

の
上
に
其
倫
理
読
を
立

て
た
。
告

子
は
全
く
理
欲
を
以

て
相
容
れ
ざ
る
者
と
爲
し
、
惟
欲
の
み
を
圭
と
し
て
ゐ
る
が
、
筍
子
は
理
欲
を
以

て
離

る
べ
か
ら
ざ
る
關
係
を
有

す

る
者
と
爲
す
ゆ
禮
論
篇

に
、

性

者
本
始
材
朴
也
。
僑
者
文
理
隆
盛
也
。
無
レ性
則
僑
之
無
レ所
レ加
。
無
レ鶴
則
性
不
レ能
昌自
美
'。
性
僑
合
。
然
後
成
盤

聖
人
之
名
・。
一
昌天
下
一之
功
。
於
レ是
就
也
。
故
日
。
天
地
合
而
萬
物
生
。
陰
陽
接
而
獲
化
起
。
性
僑
合
而

天
下
治
。

と
あ

る
。
情
が
な
け
れ
ば
理
は
施
す
所
啄
ー
し
て
塞
と
な
う
、
理
が
な
け
れ
ば
情
は
化
す

る
こ
と
な
ー
し

て
悪
と
な

る
、
故
に
爾
者
相
待

つ
て
乃
ち
中
道
成
る
ゴ

ニ
元
論
は
調
和
を
鉄
く
が
如
き
難
鮎
が
あ

つ
て
往

々
蔽
害
を
醸
す
。

(
一
)
理
を
圭
と
す
れ
ば
情
を
輕
す
る
を
以

て
、
其
道
徳
論

は
嚴
粛
圭
義
と
な

る
、
荷
子
の
學
読
も
亦
此

の
色
彩
を
帯
が
て
ゐ
る
。
克
己
の
極
ま
る
や
掲
情
禁
欲

輌

に
流
れ

る
。
さ
れ
ど
筍
子
は
情

の
鶴
を
以
て
養

ふ

べ
く
、
欲
の
絶

つ
べ
か
ら
ざ
る
を
説
い
て
ゐ
る
。
道
學
者
と
は
此

極
端
な
る
嚴
粛
圭
義
を
遵
奉
す

る
人
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
所
謂
道
學
先
生
は
篤
く
己
を
賢

で
あ
る
と
信
じ
て
毫
も
反

省
す

る
を
知
ら
す
、
備
を
人

に
求
め

て
己

の
隙
を
畳

せ
す

,
故

に

他
を
待

つ

に
嚴

に

し

て
己
を
持
す
る
に
寛

で
あ



る
、
謙
虚
と
寛
容
と
の
二
大
徳
な
く
、
傲
岸
残
忍
に
し
て
す
べ
て
理
を
以
て
人
を
謙
鐵
す
る
、
陽
に
無
欲
謹
嚴
を
假

つ
て
人
の
奪
敬
に
快
味
を
貧
り
、
陰

に
放
僻
邪
修

至
ら
ざ

る
な
く
、
し
か
も
己
の
行
爲
は

「
も
理
に
出
な

い
者
は
な

い
と
高
言
し
て
揮
ら
ぬ
、
實

に
唾
棄
す

べ
き
夜
郎
自
大
の
徒

に
外
な

ら
な
い
、

(
二
)
情
を
圭
と
す
れ
ば
理
を
外

に

舎
く
を
以
て
、
禮
義
は
外
部
強
迫
性
を
有
し
、
道
徳
は
他
律
圭
義
と
な

る
。
荷
子
の
禮
に
は
既

に
法
律

の
要
素
を
含

有
し

て
ゐ
る
こ
と
は
之
に
基
い
て
ゐ
る
。
蓋
し
是
は
管
仲
の
影
響
も
あ
ら
う
が
、
列
國
孚
齪
人

心
陰
悪
と
な
う
た
時

勢

の
然
ら
し
め
た
所
も
め
ら
う
。
共
門

に
李
斯
韓
非
の
如
き
法
家
の
出
た

の
は
、

二
子
の
性
格

に
由

る
ば
か
り
で
は

な
く
、
教
學
の
然
ら
し
め
た
所
も
與

つ
て
力
が
あ
る
。
三
千
三
百

の
禮
法
は
中
道

の
外
に
形
れ
た
者
で
、
人
心
固
有

の
鶴

に
よ

つ
て
聖
人
の
作

つ
た
も

の
と
な
す
も
、
彼
の
禮

に
他
律
的
性
質
を
有
す

る
は
性
帥
情

の
當

に
陥

る
べ
き
矛

眉

で
あ
る
。
理
も
情

と
と
も
に
性

で
あ
乃
と
す
れ
ば
此
流
蔽
と
矛
盾
と
は
救
は
れ

る
の
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
荷
子
の
性
論
鳳
韓
子
の
所
謂
大
醇
小
疵

の
語

に
鑑

き
て
ゐ
る
。
極
め
て
聖
門

に
功
が
あ
る
と
謂

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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